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琉球大学教育学部教育実践研究指導センター紀要第１号1993年10月

教育実習に関する調査研究（第２報）
－３年次を対象として、４年次との比較一

米盛徳市＊新里里春…中里治男…

（1993年６月30日受理）

本調査研究は、第１報を踏まえて３年次実習生の実習の意識を４年次との比較でもって特徴を

明らかにすることとした。対象は平成２年10月に附属学校で教育実習２を終了した本学部３年次

学生である。調査は平成２年12月の事後指導の時限に参加者全員に実施した。調査に協力した学

生は、小学校課程男子17名、女子59名、中学校課程男子11名、女子15名であった。調査用紙は第

１報と同一のものを用いた。質問項目は第１報を参照。調査は学生に調査目的を述べ、了解を得

た上で無記名で実施した。

結果と考察

図１は「教育実習の意義」についての回答で

ある。第１報の４年次の実習と異なる点は、－

位に「子どもの実態理解」を挙げ、二位に「教

師の仕事理解」ができたことである。三位に

｢教職への意欲の高まり」を挙げ、四位に「教

材研究の方法が分かった」ことを挙げていた。

これも４年次とは趣を異にしていた。これは３

年次にはまだ教材研究が進んでないことによる

ものであり、当然の結果といえよう。ところで

平成５年度からは３年次に実習が課されるが、

この結果を見るかぎり、附属校の負担を軽減す

る方策をとらないと負担は大きいといえよう。

この領域が事前指導に課された課題であるとい

えよう。

図２は「教育実習に参加して楽しかったこと」

を示している。学年とも一位に「子供と話をし

たり、遊んだりしこと」を挙げた。次に楽しかっ

たことは、「授業中に子供がよく反応してくれ

たこと」と「実習生同士の繋がりが得られたこ

と」であった。これは３年次が４年次よりも大

きく感じられたようだ。４年次はこれらの積み

重ねであるので当然なことであろう。

図３は「教育実習中につらかったこと、困っ

たこと」を示してある。４年次と３年次にほと

んど差がなかった。一位は「教材研究や教育実

習の記録等に夜遅くまで時間がかかったこと」

で、二位は「早起きしなければならなかったこ

と｣、三位と四位はほぼ同じで、「私用が果たせ

なかったこと」と「教育実習の期間中、ずっと

緊張が続いたこと」であった。

図４は「授業にあたって辛かったこと、困っ

たこと」を示している。両学年とも－位に「教

科に関する専門的な知識が不足していたこと」

を挙げ、二位に「教材研究に当たって子供の実

態がよく把握できていなかったこと」、そして

ほぼ同率で「教材研究の時間が十分にとれなかっ

たこと」と、さらに「授業案や教育実習録を書

くこと」をほぼ同率で挙げた。実習中の問題は

四年次とほとんど差はなかったが、特徴的なの

は、五位の「授業の進め方が分からなかった」

ことであった。これは、４年次の－割台に対し

約三割がそのように答えて、全体のパーセント

を上げていた。

図５は「自分の（教壇）自習でつらかったこ

と、困ったこと」を示している。最も高い比率
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動」であった。両群で一位に挙げたのは「学級

指導」で、三位「無回答｣、四位「学校行事」

であった。「学校行事」への関心は４年次に多

く、３年次はまだそこまで気が回らないという

ことだろうか。

図10は上記「特別活動に直接関わったか否

か」を見たものである。「学級会活動」以外は

４年次と大分差があり、３年次の実習はそこま

では期待されていなかったと言えよう。

図11は「教科指導以外の指導」の是非を問う

た結果である。３，４年次とも「計画的に指導

できるようにしてほしい」と答えたものが６５

パーセントで、残りは｢現行のままでよい」と

答えていた。

図12は児童・生徒と接したり、指導する時間

が取れたか否かを見たもので、３，４年次とも

｢時間があり接触・指導できた」が一位で、「時

間がなく接触できなかった」は、３年次が４年

次よりは多かった。実習の性質上その逆の結果

であるべきなのに、何故そうなったのか理解で

きない結果である。

図13は道徳の授業をしたか否かを見たもので、

３，４年次とも同率で「しない」ものが－位で

あった。

図14は「道徳の授業を実施しての感想」を見

たもので、両年次とも１００パーセント「参考に

なった」と答えた。

図15は道徳の授業を担当しなかった学生に、

その必要性を問うたものである｡両年次とも

｢する必要がある」と答えたものが７割で、特

に３年次は「どちらでもない」と思っているも

のは少なかった。

図16は「教育実習の事前指導」で３，４年次

で差の大きかった要望は、「担当教官と事前に

話し合える機会」であった。３年次は附属学校

であったにも関わらずそのような要望が多かっ

たのは意外であった。今後附属学校ですべての

実習をすることになるのだから率先してそのよ

うな機会を作る学生が増えてほしいものである。

図17は「教育実習をどの学年でしたらよいか」

の設問に対する答えである。４年次は「現行の

ように４年次だけでよい」として、３年次との

を示したのは「子どもからの質問に適切に対処

できなかったこと｣、次に高い比率を示したの

は「子どもの反応をよく理解できなかったこと」

と「子どもに自分の意図が伝わらなかったこと」

である。次いで３年次特有な、「収拾がつかな

くなったこと」であった。３年次に全実習を終

わらせる場合には、このような問題を十分予想

し、学生が自信喪失のまま大学を卒業しないよ

うに事前指導や事後指導を充実させることが大

事である。

図６は「授業以外に子どもとの曰常的な接触

や生活の中で辛かったこと困ったこと」を示し

ている。最も多かった反応は、４年次と同じく

｢子どもを注意したり叱ったりする方法やタイ

ミングがよく分からない」ことである。次いで

４年次と同じく「掃除のときの接し方」や「子

どもの気持ちや行動の把握」がうまくいかなかっ

たことが辛いこととした。この問題は４年次ま

で持ち越しているのか、３年次にそのように回

答した人が４年次にもそうなるのかは定かでは

ない。

図７－１～３は「教育実習に参加する前に必

要な学習」についての回答である。３年次がデー

タを押し上げたせいで、「発問や答の受け止め

方、説明の仕方」が一位となり、４年次で一位

だった「ほめ方、しかり方、意欲を高める方法」

が二位となり、三位は４年次の順位と同じで

｢各教科の内容をくわしく知る」であった。四

位に３年次の特徴を示す「教材研究の方法」が

｢子ども理解の方法」よりも多かった。

図８－１～３は「教育実習の終了時にどんな

学習が必要だったか」を問うたものである。３，

４年次で差が見られたのは教授法の領域で「発

問や答の受け止め方、説明の仕方」で、３年次

に多かった。３年次で多かったものは「子ども

理解の方法」と「教材研究の方法」であった。

これらはごく当然であるが、この種の問題を４

年次まで持ち越さないようにしたかどうかが知

りたいところだが、これについては今回の研究

では明らかにされなかった。

図９は「特別活動への興味・関心」で、３年

次が４年次に比し特徴的なものは、「学級会活
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違いが特徴的だった。３年次は４年次の公立で

の経験がないからそうなるのは当然であるＯこ

の種の調査への回答には自分の経験を超越する

ことは難しいし、学年の決定等は、学部が教育

的な見地から実施していいといえよう。

図18は実習期間についての意見である。両学

年とも現行の２週間を圧倒的に多く支持し、３

週間、そして４週間の順であった。これについ

ても教育的な見地から適切な期間を学部が示し

ていいだろう。

図１９－１～２０は学生の「子供、教師、親」

観を示している。３年次と４年次の間にほとん

ど差を見なかったので、ここでは図を示すだけ

にとどめる。

＜参考文献＞

l新里里春、米盛徳市、上原盛文（1993）

教育実習に関する調査研究（第１報）

(本紀要）

おわりに

３年次と４年次の回答にほとんど差は見られ

なかったが、３年次の特徴は児童・生徒の理解

と生徒指導の力量不足であった。平成５年度か

ら３年次で、そして附属学校での実習だけで全

ての実習を終了させるシステムが導入されるこ

とになるが、これらのデータが示唆することも

補完できるように実習が組み立てられることを

附属学校に期待するものである。
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図１教育実習で有意義だったこと

０ 10 ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０

子供の実態理解

４年次

刊年次

教師の仕軍理解

４年次

３年次

数顕の意欲力塙壹っだ

４年次

３年次

教材研究の方法がわかった

４年次

３年次

多くの指導受け

４年次

３年次

充実した生活

４年次

３年次

教師になったつもり

４年次

３年次

他校の実態が理解

４年次

大学が実地に生かせた

４年次

３年次

臺甕菫鍵琴琴琴壽

〃／Z／'’’’222'ＰＺ２１
｢】［

窯
吻
轡

設問１

カイニ乗値

カイニ乗値

54.28109自由度８確率0.0001

54.28109＞ 自由度８ｘ２=1６確率0.0001く0.05

（クロス表判定一実習年度に関連あり）

図２枚行文１Ｗで楽しかったこと

２０４００１０３０５０６０７０８０９０１００

子供と話.遊んだ

４年次

３町:次

子供がよく反応した

４ｲﾄﾞ次

：〕年次

実習生同士のつながり

４《『次

３年次

多くの先生方と知り

４年次合いになれた
､年次

学校行事に参加できた

４＄l;次

３年次

郎活動に巻加

４ｍ:次

iZZZji/ZＺ
９０．６％

欝要
２％

設問２

カイニ乗値

カイニ乗値

21.96626自由度５確率0.0005

21.96626＞ 自由度２×5=1０確率0.0005<０．０５

（クロス表判定一実習年度に関連あり）
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図３教行爽ｌＷＩＩ'つらかったこと

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００

夜遅く主で時間がかかった

４年次

印61:次

早起き

Ｊ１年次

３町；次

私用が果たせなかった

４年次

３坏次

ずっと緊張がつづいた

４年次

副年次

帰りの時刻が遅かった

４年次

３年次

腐気になったりした

・４年次

、４１;次

通勤の時間や方法に苦労

JlGIf次

３ｲﾄﾞ次

出費がふえた

４年次

３年次

毎日弁当の心配

３年次

脈回答

イoﾄﾞ次

７８．６％箪蕊蕊謹i蕊選ii蕊蕊i鍵墾墾響i2i2iilllﾖ蕊騨型j自選空璽苫Ｉ－
ｉＦ蕊葬蝉蕊も；､鱗尊騨辨鮮嚥耀［職輝j(繊騨｢鰹鐇.いく舞燕?16N…4＄t(か)．,.?(蝋;;･＄!;;･A-B;yI8

５３．５％

〃/Z〃Z〃〃'2〃〃’'２２
４０．９％

４０３％

議
議

設問３

カイニ乗値

カイニ乗値

1493397自由度８確率0.0604

14.93397< 自由度２ｘ８屋1６確率0.0604＞0.05

（クロス表判定一実習年度に関連なし）

図４授災に１１たって索かつたこと、困ったこと

５０ ，０４０ ７０３０２０１０

教科に関する専門的な

４６ﾄﾞ次知麹不足
３６１；次

子供の実態がよく把煽

４年次でさない
；lIIZ次

教材研究の時間が不足

４年次

、年次

授業案や教育実習録を

４年次書くこと
刊年次

進め方がよく

‘Ｍ１§次わからなかった
３ｲﾘｾﾞ次

授業案のたて方よく

４年次わからない
３年次

資料収築

４１１:次

３年次

脈回答

４年次

３《I:次

指導教官に十分な指導が，

４年次得られなかった
３年次

子供の評価が低かったこと

４年次

３年次

教育磯器の使い方
わからなかった

４年次

３年次

７２．３％

６７．９％

６３．５％

４７．２％

／ZzZZzZZZZZZZZ'〃”
２８．９％

承J１
32.11758 自由度９ 確率0.0002

自由度２×9=1８確率0.0002く0.0532.11758＞

（クロス表判定一実習年度に関連あり）
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図５１．１分の授難でつらかったこと

10 ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０

質問に適切な対処不可

４年次

Ｔ４Ｉｉ次

子供の反応把掴不可

ＪＭＩ:次

３年次

自分の意図がよく
伝わらなかった

４年次

刊年次

収拾がつかなくなった

４年次

３年次
毛

予想した反応して

４１F次くれなかった
・３年次

授薬の進め方知らない

４年次

３年次

無回答

‘l年次

ZZZZZZiZiZZzZZZZ室ZZZZZZ7ZZZZZ;Ｚ
４０３％

３５．８％

３５．２％

鬘響三三三i三iZZ妻鰹鐘』'１鍵蝋;鱗,ji鱒酸謬鱒辮酎
１．４％

３０．２％

ZZZZZZZZZZZZZZZZZZ
I1

篝篝臺薑勉乙害二町三篭：
５．０％

9.88538自由度５確率0.0785

9.88538く 自由度２×5=1０確率0.0785＞0.0

（クロス表判定一実習年度に関連なし）

図６授奨以外で’’１献的な接触や２１昌活で辛かったこと

２０３０４０５０６０１０ ７００

注意したり叱ったりする

４年次方法やタイミング
３年次

照回答

４年次

３年次

そうじのときの接し方

４(『次

；l雁次

子供の気持や行動の把掴不可

４年次

３$r次

子供のよくいうことを

４年次きかなかった
341;次

休みの子供の接し方

４$r次

３年次

気持を子供に理解して

４年次もらえなかった
３年次

子供の反発・反抗

４年次

３年次

教育実習生同士の人間関係

４年次

：l年次

参観のとき、立っている

時間が長かった

い１１次

：Ｍｒ次

７０．４％

５６．０％

’zZZZZZZZ’ZlZZZ彦ZZZZZZZ;ZZZZZ〃’〃
４５．３％

i鵜鵜鶏鑿議馨iii議霧慧議鑿譲!…葱

４２．１％
辮鱗墹辮騨辮jf･癖鐇:》:蛎蝿鱗蕊鰯j鍵M麹鍵盤趨鐙塞麩錘辮（

３１．．％

設問６

カイニ乗値

カイニ乗値

1.63837自由度８確率0.9902

1.63837く 自由度２ｘ８=1６確率0.9902＞０．０５

（クロス表判定一実習年度に関連なし）
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図７１教育爽料に参加前の学澗の必要性

０１０２０３０、４０５０６０７０８０．９０１００

発問や答のうけとめ方、

、４年次説明の仕方
：BGI２次

ほめ方、しかり方

４年次などの方法
副年次

各教科の内容

４年次

３年次

教材研究の方法

4年次

３年次

子供を理解の方法

４年次

：l年次

板書の方法

４年次

３年次

問題を持つ子供の指導

４年次

３年次

子供の発達段階を知る

４年次

３年次

授業案の書き方

４年次

；ｌＩＩ:次

教師としての心がまえ

４年次

3年次

８０．５％i鍵難鍵i蕊l鑓蕊ii蕊i蕊i鍵醗i蕊蕊鍵蕊蕊鐘製一一
驚騨鰐辮辮鰯i鱸i鱒ｊｊ辮鱒ｌｊ蝿,《:難癖鮮蝿瀞辮蜘繍鐇騨辮熱押ji瀞5鐸鍵騨蝿轆

７８．０％,j鐸f辮鱒》職鱒蝿$j鱒i鱗;熱!;1癖j灘騨：辮騨;熱
空鎧一陣学一一＝毎面T~＝字一匁￣堂宇車一画~中寓■
１０７擦鯰穂.:郡2ｉｔ鋼i《：繊蟻8類鱗雑鰹繊翻観戦g溌繊徳[！
●●｡■■●●Ｕｄｃ■□■凸●ogC■□■0■｡●ｒ□■●■■孕pBgqBab■0●■B■●F●0■●-ｓ●0℃●ｓ●●Ｂ■

騨鱒鱗$鰯蝉1鯉辮灘蕊::鐸；

識議論i憲憲義!｢￣

６６．７％;癖懇?蒋灘l鰯鰯蕊?驚蕊；蕪鰄騨鱒鷲鱒醇鰯鰯鰯;鱒鱒
曲一■￣￣■＝二宍僅■強＝曲笙些砦焦空＝■￣￣戊肖=竺色

i蕊解熱鞭;露辮鱒熱(;:鋳瀞;無騨解灘辮騨騨辮時蝿

６１．０％
税 巧吊ffdE

■●■Gの』

５２．８％

'

：j二|：
73.34022自由度２９確率

73.34022＞ 自由度２×29雪5８確率

（クロス表判定一実習年度に関連あ

0.0001

0.0001く0.05

り）

３７．７％

図７－２

教材・教具の作り方と

４年次利用法
、ｲﾄﾞ次

学習指導要領

４年次

打年次

授業分脈の方法

４年次

３年次

実践的学習活動

４年次

：lｲﾄﾞ次

楽器の練習

４$『次

311[次

道徳教育

４１「次

；〕年次

一般的教養

４年次

、Br次

グループ学習の進め方

４年次

３年次

:子供の遊び

４（I{次

３年次

教師としての礼儀・作法

４作次

：Ｍ１且次

!/I〃/l/i/ｌ'i；!/lil/〃ﾉﾘ11〃’

’／〃ZZ〃ｉｌＺ

’ＺＺ鯵Z9Z〃
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図７３

０１０２０３ｑ４０５'0６０７０８０９０１００

演劇や表現力

４年次

３《ﾄﾞ次

授業研究の持ち方

４６０:次

３Gli次

噸回答

４年次

刊年次

拾食の指導の参加の仕方

４年次

３年次

特別活動の理解と指導

，４年汰
ダリ年次

教育機器の活用の仕方

'1年次

３年次

教育評価のあり方

４年次

３年次

児董魯、マンガ、テレビ

４年次悉組の内容
rlll:次

Ｐ．Ｔ、Ａ、活動

４年次

；l年次

印刷の方法

４年次

騨
露
勢

’３．，％

図８１これからｆtぼうと思っていること

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００

ほめ方、しかり方などの
方法

‘Ｍｌｉ次

３年次

発問や答のうけとめ方、

４年次脱明の仕方
：Ｍｒ次

厭回答

４年次

３年次

問題を持つ子供の指導

４年次

刊ｌｌｉ次

子供を理解の方法

４年次

３年次

教材研究の方法

４年次

3年次

子供の発逮段階を知る

４（Ii次

刊年次

各教科の内容

４１１３次

’３年次

教師としての心がまえ

４６F次

３１１２次

道徳教育

４年次

３年次

７８．６％
篝鴬i警護鴬議篝:!|慧慧學慧駕篭鴬慧裟F７

'乞/Ｚ'ZZZZZZZZZZZZZZZZ21Z9ZZZ'’'2Z’'222'〃’
７０．４％

鑿慧議慧議慧慧慧欝慧;叢;…壷霊愛

６９．８％鍵灘;灘鰯:露騨騨p1j郷騨轆1輪鰯辮蝿鞭辮癖鰹轆)逮郷));;:鱈b野藤野！

６２．９％
鑿iiiiil欝議議議i鴬欝f箪笘:：

§解鰯無F識
甲"￣￣~￣

溌籏識;鰄溝

５８．５％
i鱗j蝿蝿辮雛j;鰯i蝋;灘

５５．３％
｡●●

鵠鱗:蕪熱霧懲蕊鋒謬蕊鍵j}錘霧鐇鍔溺5?｡:蝉:Ｌｊｌ雛;.｡；.:１２糠;!`為>1跡

５２．８％

翅
胱

５２．
;w､:}鶏;蕊?鰯･撰熱蝿･戦鱗殿:撫鍵:辮辮郷,.?蛭;雛蝿錨；

４６．５％

勿易４２，％
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図８２
７０８０９０１００hII

一般的教養

４（『次

副作次

学習指導要領

４年次

３年次

教材・教具の作り方と

４年次利用法
：l年次

板瞥の方法

４昨次

印年次

特別活動の理解と指導

４年次

３年次

姿器の練習

４年次

３年次

教育評価のあり方

４年次

３年次

授業分析の方法

４年次

３年次

教師としての礼倣・

Ｊ１年次作法
、年次

グループ学習の進め方

４IIZ次

３年次

i/Z〃〃Zi/ｚ〃〃/ｉ/Ｚ'１

ﾉ〃Z〃〃/〃〃/iﾘｸﾞＩ

’／’
’２２．６％

;I〃/1！!〃〃1１

ｌｘｌ８３

０１０２０３０、４０５０６０７０８０９０１００

授業研究の持ち方

Ｊ１年次

３年次

子供の遊び

４年次

３年次

授業案の轡き方

４年次

３GF次

横劇や表現力

４年次

：l年次

給食の指導の参加の仕ﾌﾋ

４年次

３年次

教育樋器の活用の仕方

Ｊ１年次

副年次

実践的学習活助

４年次

、年次

児童臼、マンガ、テレヒ

４年次爵組の内容
打年次

Ｐ．Ｔ、Ａ、活助

4年次

打年次

印刷の方法

４１ﾄﾞ次

３年次

鰯
‐
鰯
鰯

股間１４

カイニ乗値

カイニ乗値

47.31053自由度２９確率0.0173

47.31053＞ 自由度２ｘ29=5８確率OcO173く０．０５

（クロス表判定一実習年度に関連あり）
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図!）牧行実習I|'に股もＩＭＩ心一閥味のあったもの

１００ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０
司

学級指導

４年次

、年次

学級会活動

４年次

３年次

照回答

イ年次

３年次

学筏行事

４年次

〃年次

クラブ活動

４年次

３年次

児童・生徒会活動

ＪＭＩ:次

n6I:次

髄活動

４年次

３年次

６４．２％

４９．１％

３９．６％

，ZZ2ZZZZZZZ2ZZZ

蘆!…
室,“

設問８－１

カイニ乗値

カイニ乗値

21.86834自由度５確率

21.86834＞ 自由度２×5-10確率

（クロス表判定一実習年度に関連あ

0.0006

0.0006く０．０５

り）

図1０特別iWi動でirI接柑柳する機会のあったもの

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

学級指郵

４年次

副年次

学筏行事

４年次

３年次

クラブ活動

‘I年次

３年次

学級会活勅

４年次

３年次

児童・生徒会活動

４年次

３年次

部活効

４年次

５４．４％

３５．６％

ZZZZZZiZZZZZZZZ7Z;ZＺＺ鬘薑鋒簔薑釜髪髻菫髪髪髪髻 ３２２％

”／ZZZZZZ2iZ〃ZiZZZiZ
:iii麓鑿i簿i麓麓浮 ２４．４％

|:iiF…
設問８－２

カイニ乗値

カイニ乗値

15.51167自由度５確率0.0084

15.51167＞ 自由度２×5=1０確率0.0084<０．０５

（クロス表判定一実習年度に関連あり）

図１１敬科脂導以外のhIi勅についての恵兇

２．０３０４０５０10 ６００ ７０

教科指導のような計画的
指導ができる

Ｊ１年次

３年次

現行のまま

４年次

副年次

照回答

４年次

３年次

６４．２％;､蕊…語録;瀞::;+韓;癖難P:;蕊２８鉢j;罫:錨ii?!#《瀞鐇必晦ﾎﾞｺﾞﾊ(:鰯鍵遜iztl:露･jhFt錘･･･汎P3･蕊;:畷】鋒:捧潔･』蕊･臼ガ
ーいい■｡■▲▲▲■｡■●Ⅱ●■I▲■■●●■■■■凸○口■■■ＩＦU■IGID●Iい『｡OOn●p｢▽□｡●■■｡↑--｡①FPPBQ■｢■GIqPr I●■ｂﾛ■①▼■P■●Ｂ６ＳＯ－■■十｡｣

b･が?}群?七.･乃穴.`h,鷺}１．．F鰯パー､弓も蕊,)諏愁:鵡鶴》･｝｣･}」.･FLIr･LE･平･･･いい…1....Ｗ･優.凡八･･･2Ｗ.$Ｐ.P･守.~一･･峰}･3A｣-..日･P:い;･}･Jj:4,-石2f8-△}:｡;,､:｡＄:．‘!.●BPBIC-0S午｡｣U△■■■｡●O■Ｓｐ４●｡-

３４．６％
蟻講琵く騨熱:｡:燕蝋；,･鴇.「:鰯序.灘･鶴塀6Ｗ鰯癖十)w１.纐癖，

２
１．３％
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図１２特別活勅について

ＵⅢ

時間があり接触指導できた

４年次

３年次

-時間が抜く接触、指導

４年次できﾅよかった
３年次

時間はあったが接触、

４年次指導はしなかった
３年次

照回答

４年次

３年次

ZIZ2ZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZZ7フククツZZZZZZ;Z；ZZZi

’

’'izzzzzzzzlzzzzzizZzz2zzzzzzzziz琴膠篭

Ｚ

lUr

図１３適徳の授業実施の行撫

８０９０１０２０３０４０、５０６０７０ｕＯＯｌ

しない

４年次

、３年次

した

４年次

３年次

７６．７％
震讓霧霧i霧霧i霧讓i鶏駕鶏鶏鵜議議：

設問９－１

カイニ乗値

カイニ乗値

1Z”／′〃
２２６％ 1.72796自由度２確率0.4215

自由度２×2=４確率0.4215＞0.051.72796<

（クロス表判定三二実習年度に関連なし）

図l4ifi徳の捜索を叉施して

５０ １０００

’"／／／参考になった

４年次

３年次

ＤＵ－Ｕ％

図1５適徽の授業を実施することについて
Ｐ

Ｏ１０２０３０４０ｉ５０６０７０８０

する必要がある

４年次

３４F次

とちらでもよい

４年次

３《'２次

照回答

４;年次

３年次

する必要がない

３年次

'ｊ〃/iZ〃〃iZ'i/〃Z/ｉ/iZ/ｉ/iZiZ/i/〃Z/ｉｊｌ/Ｚｉｉｉ；

;l〃l/ｉｉｉ〃Ｉ

Ｉｌ－ＩｌＨｌｆｆｌＵ■

:M“ (クロス表判定一実習年度に関連なし）
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図１６噸前柵導として、どんなことを要望するか

２０３０４０５０ ６０１０ ７００

教育実習校で使用していろ

４年次‘教科書の配布
３年次

５２．８％

先避の教育実習の体験峡を

４年次聞く磯会をつくる
３年次

連絡教官と事前に話合える
擬会

4年次

３年次

事前の教育実習校の参観

４年次

３年次

同教育実習校の学年・学級で

４年次学生の顔合わせ
列年次

事飼指導の時間をもっと多く

４年次

３年次

照回答

４年次

３年次

教育実習録の書き方に

４年次ついての脱明
３年次

”／ZZZ'ZZZiZZZZZZ’2’"
３７．７％一一

'〃Z'Z〃Z〃／

２５．２％

》饗》

設問１０

カイニ乗値

カイニ乗値

36.46140自由度７確率0.0001

36.46Ｍ0＞ 自由度２×7窒川確率0.0001く０．０５

（クロス表判定一実習年度に関連あり）鱒Ⅲ

図1７教育実習への参lH1fi2イドについて

２０３０４０５０１００ ６０ ７０

現行のように４年次

，I年次,だけでよい
３年次

特に意見はない

４年次

３ＩＦ次

３年次と４年次に

４年次分けて
３年次

照回答

４４ﾄﾞ次

３年次

鍵鑓睾…震－３４０％

震篝髻夛腓璽夛1W三':::::ト:::ｗ:鮴,船
鐘％

0５
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図１８教行爽ｉＷのKﾘ11111は何週１１１１が適渤か

10 ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０

２週間

４年次

３年次

照回答

４年次

一;Ｉor次

３週間

４年次

３年次

4週間

４年次

刊年次

1週間

４年次

３年次

６２．３％欝
肌
． 設問１２

カイニ乗値

カイニ乗値

3.78025自由度４確率0.4366

3.78025< 自由度２×4雪８確率04366＞0.05

（クロス表判定一実習年度に関連なし）

図１９１家でもっと勉強させる

２０３０４０10０ ６０５０ ７０

;〃〃〃〃〃22〃/／’'２〃22〃反対

４$I§次

３年次

どちらともわからない

４年次

３年次

賛成

４年次

刊年次

１／〃’
１２．

図1９－２籾や牧師の言うことをきかないもの

２０３０４０５０１０ ６０ ７００

反対

４年次

３６１§次

どちらともわからない

４年次

３年次

賛成

４年次

３年次

－１６９－



閃1９３成緬があがらない原因は熱心に勉犠しないから

反対

４年次

81年次

どちらともわからない

４年次

３年次

賛成

４４\次

：l年次

’／ZZZZZZZZ'〃

閃１９４ごく将iUiの礼儀すら欠けている

２０、３０４０５０１００ ６０ ７０
戸

反対

４年次

３年次

どちらともわから赦い

へ年次
３坪次

賛成

４昨次
ｎＩｒな

’’21/〃Z；〃

図1９５７OLは椛威に反仇すべきではない

１０ ２０ ３０ ４０ ６０－７０…へ５０

反対

４年次

：l年次

どちらともわからない

４年次

３年次

賛成

ＪＭｆ次

３椰次

７２．３％

iii護i議議il篭i蝋憲;憲認;;:罰２５２％

２
１．列％

図1９６適切な椎Ｆ１1勺舞えはできない

５０７００１０２０３０４０６０８０９０１００

反対

４年次

３年次

どちらともわから越し、

４年次

３年次

賛成

460§次

３年次

９０．６％蕊雲篝;鑿夢Z饗AL蕊i露墾箪蕊鍵響鑿鍵蕊畿露塗篭i雲挙占Ｌ
Ｐ溌零蕊蕊i辮穐〃擁ｊ麓.涼lij艤囑碑藩ざ鰯譲;ず零輪騨錘｡熱1ﾊﾟｾﾞ＆:二$･了`､３錠:】ず－．琴評,:蕊黙;；:Ｉ.｡:.(･･FfPfj::：

＃宴
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図1９７教l1iliの指示に従わないのは教師の責任

２０３０４０５０１０ ６００ ７０

どちらともわからない

４《l:次

副年次

賛成

４年次

３年次

反対

４年次

３年次

図１９８教師は「1分の顛知を認めてはならない

ｌＵ

反対一一

４年次

３年次

どちらともわからない

４年次

３年次

'賛成

４年次

３年次

''ＺＺｉｌ〃

,図1９９師は椛威を示すべき

10 ２０ ３０ ６００ ４０ ５０ ７０

反対

４年次

､；l年次

どちらともわからない

剛年次

３年次

賛成

4年次

３年次

lillZ/Ｉ

|列1９１０攻索的なｒＩ１Ｌは隅ろ問題

どちらともわからない

４年次

副年次

反対

４年次

３年次

賛成

４年次

３年次

’／／
，，ｎ％

１７１



図１９１１しつけの１１M題は毅師のあやまちでは趣こらtl:い

どちらともわからない
■

４１１A次

邪年次

反対

４年次

３年次

賀成

４年次

３年次
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図1９１２子(1tから好かれる教師はよくIW1解できる
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図1９－１３親はどんな勉強をしているかもっと知るべき
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図１９Ｍ親はどんな友達と遊んでいるかよく知っている
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図1９１５親は家での生活の様子を先生に伝えなくてもよい
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図'９１６綱はもつとｒ供を厳しくしつけるべき

２０、３０４０．５０１０ ６０ ７００
￣←－－－－

髻薑禦薑薑薑薑臺；響zz〃髪=:i髪
どちらともわからない

４年次

３年次

賛成

４年次

３年次

反対

４年次

３年次

図１９１７籾はl刺の牧行行政に関心を示すべき
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図'９１８１１１１遡行勅の大１<は親のiPi(［
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図１９１９１９１分からIiIlびょうとする力を持っていろ
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図１９２０瓢は飛佼の救育方針に関心を示すべき
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